
　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
中
で
、
デ
ー
タ
を
統
計
学

や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
使
っ
て
分
析
す
る
「
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
」
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
は
数
学
の
知
識
も

求
め
ら
れ
る
が
「
算
数
・
数
学
は
苦
手
」
と
感

じ
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

小
学
生
の
時
は
好
き
な
科
目
の
ト
ッ
プ
に
上

が
る
こ
と
も
あ
る
算
数
だ
が
、
学
年
が
上
が
る

に
つ
れ
て
苦
手
意
識
が
強
く
な
る
科
目
で
も
あ

る
。

　

10
年
前
と
比
べ
て
み
る
と
、
小
中
学
校
で
学

ぶ
算
数
・
数
学
の
内
容
は
か
な
り
変
化
し
て
い

る
。
小
学
校
算
数
の
授
業
で
も
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
に
必
要
な
デ
ー
タ
活
用
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
基
礎
を
学
ぶ
。
こ
う
し
た
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
児
童
・
生
徒
に

１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配
備
や
電
子

黒
板
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
整
備
な
ど
学
校
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
が
格
段
に
整
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
音

声
読
み
上
げ
や
、
書
き
込
み
が
で
き
る
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
普
及
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

世
界
レ
ベ
ル
で
見
て
も
、
日
本
の
生
徒
の
数

学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
。
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
が
３
年
ご
と
に

行
う
、
学
習
到
達
度
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
で

は
、
高
校
１
年
生
の
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
は
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
中
１
位
（
平
成
30
年
）
だ
っ

た
。
一
方
で
、
グ
ラ
フ
を
読
み
解
き
、
論
理
的

に
説
明
す
る
問
題
な
ど
苦
手
分
野
も
あ
る
。

　

で
は
、
ど
う
し
た
ら
苦
手
意
識
を
持
つ
人
が

算
数
・
数
学
を
好
き
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。
小
学
校
の
算
数
教
科
書
の
著
者
で

も
あ
る
国
学
院
大
学
人
間
開
発
学
部
の
吉
川
成

夫
教
授
（
専
門
：
算
数
・
数
学
教
育
）
は
「
実

際
に
問
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
こ
と
が
、

算
数
・
数
学
を
好
き
に
な
る
一
番
の
近
道
。
解

け
た
、
分
か
っ
た
と
い
う
感
覚
を
味
わ
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
小
中
学
生
が
学
ぶ
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
算
数
・
数
学
学
習
の
具
体
的
な

内
容
や
、
算
数
の
意
外
な
面
白
さ
、
海
外
と
日

本
の
算
数
教
育
の
考
え
方
の
違
い
な
ど
を
紹
介

す
る
。
実
際
の
問
題
も
掲
載
し
た
の
で
、
ぜ
ひ

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。
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休
み
日
の
講
堂
に

　

立
ち
て
居
た
り
け
り
。

　
　

見
る
〳
〵
に
、

　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　

か
ろ
く
な
る
ら
し

 
（「
春
の
こ
と
ぶ
れ
」）

 

釈　

迢
空

「
冬
草
」

　

６
４
０
０
人
あ
ま
り
が
犠
牲
に
な
っ

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
か
ら
１

月
17
日
で
、
27
年
を
迎
え
た
。
四
半
世

紀
以
上
の
時
が
流
れ
、
見
渡
す
限
り
横
た

わ
る
よ
う
に
倒
壊
し
た
阪
神
高
速
道
路
の

高
架
道
路
も
、
歴
史
あ
る
港
町
を
覆
っ
た

猛
火
も
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
目
の
当
た
り

に
し
て
い
な
い
世
代
が
次
第
に
増
え
て
い

る
▼
午
前
５
時
46
分
の
地
震
発
生
時
刻
に

合
わ
せ
て
追
悼
行
事
が
行
わ
れ
る
神
戸
市

中
央
区
の
東
遊
園
地
。
こ
こ
で
は
毎
年
、

並
べ
ら
れ
た
灯
籠
の
明
か
り
が
「
１
・

17
」
と
と
も
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
▼
震
災
か
ら
25
年
の
節
目
だ
っ

た
一
昨
年
は
「
き
ざ
む
」、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
悩
ま
さ
れ
る
な
か
だ
っ
た
昨

年
は
「
が
ん
ば
ろ
う
」。
そ
し
て
今
年
は

「
忘
」
の
一
字
に
火
が
灯
っ
た
▼
忘
れ
て

は
い
け
な
い
と
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
人

も
あ
れ
ば
、
忘
れ
た
く
て
も
忘
れ
ら
れ
な

い
と
涙
す
る
人
も
い
る
。
人
々
に
経
験
を

伝
え
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
語
り
続
け

る
人
も
い
る
。
地
震
も
、
津
波
も
、
噴
火

も
、
は
た
ま
た
ウ
イ
ル
ス
も
―
。
変
災
と

は
い
つ
も
隣
り
合
わ
せ
だ
▼
阪
神
忌
の
前

日
、
南
洋
・
ト
ン
ガ
に
あ
る
火
山
の
大
規

模
噴
火
を
原
因
と
す
る
津
波
の
襲
来
に
列

島
は
驚
か
さ
れ
た
。
深
夜
、
突
如
と
し
て

鳴
り
出
す
携
帯
電
話
の
警
報
音
や
緊
急
を

伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
速
報
に
「
３
・
11
」
の

記
憶
が
よ
み
が
え
っ
た
▼
ま
も
な
く
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
11
年
を
迎
え
る
。
在
学

生
の
多
く
は
当
時
小
学
生
で
あ
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
11
年
前
の
忘
れ
得
ぬ
記
憶
は
何

か
―
。
当
時
を
知
る
一
人
一
人
が
語
り
伝

え
、
そ
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
か

ら
、
い
つ
か
起
き
る
次
な
る
天
災
へ
の
備

え
は
始
ま
っ
て
い
る
。

 山本選手 ハーフマラソン
日本学生記録を上回る快走

　

国
学
院
大
学
陸
上
競
技
部
の

山
本
歩
夢
選
手
（
健
体
１
）
＝

写
真
＝
が
２
月
13
日
、
全
日
本

実
業
団
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（
維
新
み
ら
い
ふ
ス
タ
ジ
ア
ム

発
着
コ
ー
ス
：
山
口
県
山
口

市
）
に
出
場
し
、
従
来
の
日
本

学
生
記
録
を
７
秒
上
回
る
１
時

間
43
秒
で
８
位
（
学
生
２
位
）

と
な
る
快
走
を
見
せ
た
。

　

同
大
会
は
11
月
に
行
わ
れ
る

世
界
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
中
国

・
揚
州
）
の
代
表
選
考
大
会
の

１
つ
で
、
学
生
も
参
加
可
能
な

他
の
選
考
大
会
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
と
な

っ
た
こ
と
を
受
け
、
救
済
措
置

と
し
て
若
干
名
の
学
生
選
手
が

特
例
で
参
加
し
た
。
山
本
選
手

は
終
盤
で
先
頭
に
立
つ
な
ど
実

業
団
選
手
に
臆
す
る
こ
と
な
く

レ
ー
ス
を
進
め
、
ト
ッ
プ
か
ら

５
秒
差
で
ゴ
ー
ル
。
１
時
間
40

秒
で
学
生
１
位
の
山
野
力
選
手

（
駒
沢
大
）
と
と
も
に
従
来
の

日
本
学
生
記
録
を
８
年
ぶ
り
に

上
回
っ
た
。
優
勝
は
林
田
洋
翔

選
手
（
三
菱
重
工
）
で
１
時
間

38
秒
。
本
学
か
ら
は
藤
木
宏
太

選
手（
神
文
４
）も
参
加
し
、
１

時
間
３
分
30
秒
で
1
2
3
位

（
学
生
８
位
）
だ
っ
た
。

　

山
本
選
手
は
１
月
の
箱
根
駅

伝
で
３
区
を
走
り
、
６
人
抜
き

で
チ
ー
ム
を
４
位
に
押
し
上
げ

る
活
躍
を
見
せ
て
い
た
。

変
わ
る
算
数・数
学
教
育

学
校
現
場
の

デ
ジ
タ
ル
化
進
み

学
び
に
変
化

「
解
け
た
、分
か
っ
た
」が

好
き
に
な
る
近
道

令
和
4
年
度
授
業
方
針 

原
則
対
面
で
実
施  

２
面

４
・
５
面
に
関
連
記
事

陸上競技部

月刊陸上競技提供
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問1� （PISA2000年調査および2003年調査問題）

盗難事件に関する問題

　世界の中でも日本の算数・数学レベルはトップ
クラスだ。ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）が３年
ごとに行う、学習到達度調査（ＰＩＳＡ）では、
高校１年生の数学的リテラシーの成績はＯＥＣＤ
加盟国中１位（平成30年）だった。
　一方で、日本の子どもが苦手にする問題の傾向
も分かっている。吉川教授はＰＩＳＡで出題され
た問題の一例として「盗難事件に関する問題」を
挙げる。２つの棒グラフから盗難事件の発生件数
を読み取り、激増しているかどうかを判断し、理
由を記述する問題だ＝問１。日本は、理由を適切
に書けない生徒が多かったという。吉川教授は
「日本の生徒は、計算は得意で図形や数量の知識
はあるが、それらを使って『自分の言葉で説明す
る』ということが苦手」と説明する。
　では、日本と海外の算数・数学教育を比べると
どんな違いがあるのだろうか。例えば国際比較調
査をみると、日本では授業で電卓を使うことが少

ないが、海外では電卓を積極的に使うという。吉
川教授は「電卓を使ったほうがいいと思う。例え
ば『自分たちの住んでいる街の人口密度を求めて
みよう』と、電卓を使って実際の人口データを使
って計算すれば子どもたちも街の人口や面積、計
算した人口密度に実感を持てるのではないか。電
卓を使うと複雑な数値の問題にも取り組め、『調
べてみる』『やってみる』『確かめてみる』が活発
になる」と話す。
　吉川教授は海外の教育者から「なぜ日本の児童
・生徒は算数・数学がよくできるのか」と理由を
聞かれることが多いという。「子どもの熱意や教
員の指導技術の高さ、そして全国的な教育課程基
準が整えられていることが大きい」（吉川教授）。
例えば米国やドイツは教育課程が州によって異な
る。掛け算の九九も州によって学ぶ学年が違うと
いう。

海外との違い

日本の算数・数学レベルは世界トップクラス

　算数の面白さを感じるためには、まずは実際に
問題を解いてみることだ。今は簡単な問題からち
ょっと手ごわい問題まで紹介するインターネット
サイトがたくさんある。YouTubeでは小学生の
算数問題を分かりやすく解説するチャンネルもあ
る。
　また、吉川教授は簡単にできる問題として、円
周率を挙げる。円周率と聞くと、3.14と答えられ
る人は多いが、その意味を深く考えることはあま
りない。「円周率は円の周りの長さ（円周）が直
径の何倍かを表す数で、体を動かして体験するこ
とができる」（吉川教授）
　背丈が同じくらいの３人で両手をつないで、円
の形をつくってみよう。円の直径の長さはどれぐ
らいになるだろうか。答えは、１人が両手を広げ
た長さ。直径と円周の長さの比はおおよそ１対３
になることが確かめられる。
　このほか、小中学生や高校生の発想をのぞいて
みるのも面白い。理数教育研究所が毎年行い、吉
川教授が審査員を務める「『算数・数学の自由研
究』作品コンク―ル」では、子どもたちが身の回
りの「なぜ？」を起点に研究を進める。

　「小学校低学年の児童が、鉄橋は柱を三角形に
組み合わせて作るパターンが多いことに注目し、
『なぜ三角形は強いのか』を調べてリポートにし
ている。中学生が『モーツァルトの楽曲で音律と
音の調和を数学的に検証する』といった素朴な疑
問、興味に満ちた研究がある」（吉川教授）。同研
究所のホームページでは入賞作品を公開してい
る。
　算数・数学では問題の答えが１つではないもの
もある。例えば、小学６年生の算数の教科書（教
育出版）にはデータの度数分布を学ぶ単元があ
る。２クラスの読書チャンピオンを決める設定だ
が、平均値を比べてチャンピオンを決めることも
できる。データの中で最も多く出てくる「最

さい
頻
ひん

値」で比べたり、ちょうど真ん中にある「中央
値」で比べたりしてチャンピオンを決めるなど、
見方によって結論が変わるという問題だ＝問２。
　吉川教授は小学生の時は算数が苦手だったが、
中学生でいろいろな考え方がある数学が好きにな
り、大学は理学部の数学科に進んだという。「算
数・数学を楽しむきっかけは身近にたくさんあ
る。構えずにチャレンジしてほしい」と話す。

解くことで広がる目線

体を動かして確認できる円周率

Q．�このレポーターの発言は、このグラフの説明
として適切ですか。適切である、または適切
でない理由を説明してください。

　あるTVレポーターがこのグラフを示し
て、「1999年は1998年に比べて、盗難
事件が激増しています」と言いました。

　かつてイギリスの数学教科書の表紙に次のよう　かつてイギリスの数学教科書の表紙に次のよう
な言葉があったという。な言葉があったという。

I hear, and I forget.　 I hear, and I forget.　 
　I see, and I remember. 　I see, and I remember. 

　　I do, and I understand.　　I do, and I understand.
　「　「話を聞くだけでは忘れてしまう。実際に見る話を聞くだけでは忘れてしまう。実際に見る
と覚えられる。自分でやってみるとよく分かると覚えられる。自分でやってみるとよく分かる」」
という意味だ。国学院大学人間開発学部の吉川成という意味だ。国学院大学人間開発学部の吉川成
夫教授は「この言葉の通りで、算数・数学を好き夫教授は「この言葉の通りで、算数・数学を好き
になりたいなら、自分でやってみる、問題を解いになりたいなら、自分でやってみる、問題を解い
てみること。それが『分かった』に繫がり、面白てみること。それが『分かった』に繫がり、面白
さや楽しさに繫がる」と話す。さや楽しさに繫がる」と話す。
　今、小中学校で学ぶ算数・数学は私たちがより　今、小中学校で学ぶ算数・数学は私たちがより
身近に感じるような内容に変わっている。図形を身近に感じるような内容に変わっている。図形を
学ぶ単元でもタブレット端末を使いながら進めら学ぶ単元でもタブレット端末を使いながら進めら
れるので、視覚的にもわかりやすい。また、令和れるので、視覚的にもわかりやすい。また、令和
２年度から全国的な教育課程の基準である「学習２年度から全国的な教育課程の基準である「学習
指導要領」に、プログラミング教育が盛り込まれ指導要領」に、プログラミング教育が盛り込まれ
た。中学でも必修化になり、令和４年度からは高た。中学でも必修化になり、令和４年度からは高
校でもスタートする。校でもスタートする。
　このほか具体的な内容としては、さまざまなデ　このほか具体的な内容としては、さまざまなデ
ータを集めて分析する「データサイエンス」の基ータを集めて分析する「データサイエンス」の基
礎を学ぶ単元もある。最新の算数教育や海外と日礎を学ぶ単元もある。最新の算数教育や海外と日
本の算数教育の違いについて吉川教授に聞いた。本の算数教育の違いについて吉川教授に聞いた。

よしかわ・しげおよしかわ・しげお　専門は算数・数学教育。中学、高等
学校教諭、上越教育大学学校教育学部・同大学院助教
授、文部省在外研究員（アメリカ・南イリノイ大学）を
経て、文部省小学校課・教科調査官として学習指導要領
改訂に携わる。国立教育政策研究所・教育課程調査官、
同・学力調査官、文部科学省教育課程課・教科調査官、
文部科学省・視学官を経て現職。小学校算数の検定教科
書にも著者として関わっている。

　学研教育総合研究所が令和元年に行った調査に
よると、小学生の好きな教科と嫌いな教科のトッ
プは７年連続で算数だった。特に低学年では「算
数が好き」と回答した児童の割合が多い。吉川教
授は「好きな理由を子どもに聞いてみると、計算
や図形など問題が解けた、分かった時が嬉しいと
いう子どもが多い。学年が上がると、学ぶ量も増
え、内容も難しくなる。『とけた！』『わかった
！』と感じることが減り、嫌いな児童・生徒が増
えるのでは」と話す。
　今の大学生が小学生だった約10年前と比べ
て、学校で学ぶ算数・数学は大きく変わってい
る。小中学校ではパソコンやタブレット端末が１
人１台配備されるＧＩＧＡスクール構想が始ま
り、算数・数学の授業もＩＣＴの活用が増え、視
覚的に理解しやすいよう工夫されている。
　例えば小学５年生では、プログラミングソフト
を使い、正多角形を作図するケースが増えてい
る。作図の様子を画面上でみることができて、ど
んな動きを組み合わせれば意図する動きに近づく
かを論理的に考える「プログラミング的思考」を
養うことが狙いだ。
　このほか、グラフ作成ソフトで、量の多いデー

タも簡単にグラフにする方法を学ぶ授業もある。
吉川教授は「教科書の出版会社のサイトには、ゲ
ーム感覚でプログラミングを体験できるページ
もある＝上（ＱＲコード）。チャレンジしてほし
い」と話す。
　また、授業では多様な考え方が重視されてい
る。小学５年生では三角形の面積の求め方を考え
て説明する学習がある。考え方は一つではなく、
いろいろな方法があり、子どもたちがそれぞれの
考えを発表し、話し合う。電子黒板やタブレット
端末で、生徒たちの考えをクラスで一緒に見て比
べることも可能だ。
　「今の教育では、生徒が能動的に考え、主体的
に行動する『アクティブ・ラーニング』が大切に
されている。算数教育でも子どもが問題を考え、
お互いに発表し話し合う学習が増えている」（吉
川教授）

変わる算数教育

プログラミングで正多角形を作図

A．�

問2� （「小学算数６」教育出版株式会社、2020年）

読書チャンピオンを
決めよう！

「小学校算数」プログラミング教材（教育出版） 算
数・数
学
の

楽
し
さ

■�データサイエンス…さまざまな情報源から得られた社会にあふれるデータを、統計学などの手法
で分析し、有意義な見方や結論を引き出すもの。
■�ＩＣＴ（Information and Communication Technology）…情報通信技術。インターネットな
どの通信技術を利用し、情報や知識の共有などのコミュニケーションを図るサービスの総称。
■�ＰＩＳＡ（Programme for International Student Assessment）…ＯＥＣＤ（経済協力開発
機構）が実施する国際的な学習到達度調査。国の政策立案に資する基礎的データの提供や各国の
教育レベルの経年比較を目的とする。読解リテラシー、数学的リテラシー、科学的リテラシーの
３分野について３年ごとに実施され、義務教育修了段階の15才を対象に、身につけた知識や技
能が実生活で直面する課題にどの程度活用できるかを評価する。
■�ＧＩＧＡスクール構想…児童・生徒１人１台の情報端末と高速大容量の通信ネットワークを整備
し、学校教育のＩＣＴ環境を整備するもの。情報通信技術やデジタル教科書・教材などを活用す
ることで、個々の生徒の理解に応じた個別学習や生徒同士による双方向の情報交換を可能とし、
より主体的・対話的で深い学びや授業改善が可能になるとされる。

詳報は本学ＨＰ「国学院大学メディア」に掲載

自
分
で
解
く
と
理
解
で
き
る

520

515

510
1998年

1999年

505

年間の盗難事件数

問２は印刷版紙面でのみ
掲載しています

問２は印刷版紙面でのみ
掲載しています

問２は印刷版紙面でのみ掲載しています
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な
い
ち
ゃ
い
そ
う
な
と
き
は
ね

と
い
れ
の
な
か
で
な
み
だ
が
ぽ
た
ぽ
た
お
ち
る
の
が
ま
ん
す
る
の

あ
め
が
ふ
っ
て
て
う
れ
し
か
っ
た
か
ら
ま
ま
と
お
い
か
け
っ
こ
し
た
ん
だ

ま
ま
に
す
ご
い
と
こ
み
せ
た
く
て
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
は
し
っ
た
ら

ま
ま
に 

み
え
な
い
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
ち
ゃ
だ
め
で
し
ょ
‼

っ
て
お
こ
ら
れ
た
の

そ
ん
な
つ
も
り
な
か
っ
た
の
に

び
っ
く
り
し
て
な
い
ち
ゃ
っ
た
ら
ま
ま
は
ぎ
ゅ
っ
と
だ
き
し
め
て
く
れ
た

で
も
お
う
ち
に
か
え
っ
た
ら
ま
た
か
な
し
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た

な
か
な
お
り
し
た
の
に
ま
た
な
い
ち
ゃ
っ
た
ら
だ
め
だ
か
ら

と
い
れ
の
な
か
で
ぽ
た
ぽ
た
な
み
だ
を
が
ま
ん
す
る
の

め
の
ま
え
が
ぼ
や
ぼ
や
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
て
ん
じ
ょ
う
を
ぎ
ゅ
っ
と
に
ら
ん
で
た
ら

ね
じ
ね
じ
お
じ
さ
ん
が
ひ
ら
ひ
ら
お
ど
っ
て
た
の

そ
れ
を
み
た
ら
う
れ
し
く
な
っ
て
ぽ
た
ぽ
た
な
み
だ
が
ぴ
た
っ
と
と
ま
っ
た
の

も
っ
か
い
う
え
を
み
あ
げ
た
ら

ね
じ
ね
じ
お
じ
さ
ん
は
た
だ
の
ね
じ
と
は
が
れ
か
け
ち
ゃ
っ
た
か
べ
が
み
の
は
し
に
な
っ
て
た 

泣
き
そ
う
な
と
き
は

ト
イ
レ
に
入
っ
て
な
み
だ
が
あ
ふ
れ
そ
う
に
な
る
の
を
ぐ
っ
と
こ
ら
え
る

今
日
い
つ
も
仲
良
し
の
ゆ
う
ち
ゃ
ん
が
い
き
な
り
話
し
て
く
れ
な
く
な
っ
た

し
ゃ
べ
り
か
け
る
と
聞
こ
え
な
か
っ
た
っ
て
風
に
す
っ
と
ち
が
う
と
こ
ろ
へ
行
っ
て

そ
の
と
き
わ
ざ
と
ち
ょ
っ
と
だ
け
ほ
く
そ
笑
む

わ
た
し
は
く
や
し
く
て
ゆ
う
ち
ゃ
ん
の
前
じ
ゃ
絶
対
泣
く
も
ん
か
と
思
っ
た

家
に
着
く
ま
で
ち
ゃ
ん
と
我
ま
ん
し
た

玄
関
の
ド
ア
を
開
け
た
ら
ち
ょ
っ
と
な
み
だ
が
出
て
き
た
か
ら

マ
マ
に
顔
を
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
急
い
で
ト
イ
レ
に
入
っ
た

ト
イ
レ
に
入
っ
た
ら
す
ぐ
に
目
の
前
が
ぼ
や
ぼ
や
し
ち
ゃ
っ
て

ぼ
や
ぼ
や
が
流
れ
き
る
ま
で
ず
っ
と
上
を
向
い
て
ね
じ
ね
じ
お
じ
さ
ん
を
見
つ
め
て
た

も
う
ね
じ
ね
じ
お
じ
さ
ん
は
ネ
ジ
じ
ゃ
な
く
て
ク
ギ
だ
っ
て
こ
と
も

お
ど
っ
て
見
え
る
の
は
光
の
く
っ
折
の
せ
い
だ
っ
て
の
も
知
っ
て
る
け
ど

ね
じ
ね
じ
お
じ
さ
ん
を
見
て
る
と
心
が
だ
ん
だ
ん
落
ち
着
い
て
く
る

泣
い
て
し
ま
い
そ
う
な
と
き
は 

ト
イ
レ
に
籠
も
っ
て
涙
が
零
れ
そ
う
に
な
る
の
を
堪
え
る

深
夜
３
時
ま
で
勉
強
し
た
の
に
テ
ス
ト
で
平
均
点
が
取
れ
な
く
て

部
長
と
し
て
頑
張
っ
て
も
や
る
こ
と
成
す
こ
と
空
回
り
し
て
い
る
気
が
し
て

大
好
き
な
友
達
に
そ
ん
な
に
大
切
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
い
て

こ
ん
な
私
に
意
味
な
ど
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と

夕
飯
の
皿
を
下
げ
て
い
る
と
き
に
ふ
と
考
え
て
し
ま
っ
た

慌
て
て
ト
イ
レ
に
駆
け
込
ん
で
顔
に
跡
が
付
か
な
い
よ
う
に
と
天
井
を
見
上
げ
る

見
え
た
の
は
涙
越
し
に
揺
れ
動
く
釘
と
剥
が
れ
か
け
た
壁
紙
の
端
だ
け

私
の
意
味
は
私
が
決
め
る
と
涙
を
拭
っ
て
ド
ア
を
開
け
た 

現
代
詩
の
部　
最
優
秀
賞

ね
じ
ね
じ
お
じ
さ
ん

浜
田
桃
実
さ
ん
（
福
岡
・久
留
米
大
学
附
設
高
２
年
）

両
コ
ン
テ
ス
ト
の

受
賞
者
一
覧
は
大
学
Ｈ
Ｐ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆ 

応
募
の
動
機

　

私
の
学
校
で
は
卒
業
研
究
と
し

て
各
自
好
き
な
テ
ー
マ
を
約
１
年

半
か
け
て
ま
と
め
る
。
小
学
２
年

生
か
ら
５
年
生
ま
で
神
戸
市
に
住

ん
だ
時
に
方
言
の
違
い
に
驚
い
た

経
験
か
ら
、
東
京
の
人
が
考
え
る

「
関
西
弁
」と
い
う
存
在
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
気
に
な
り
、
こ
の
研

究
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。

◆ 

内
容
紹
介
・
今
後
の
課
題

　

「
共
通
語
と
大
阪
方
言
に
対

す
る
顕
在
的
・
潜
在
的
態
度
の

検
討
」（
渡
辺
・
唐
沢
、
２
０
１

３
）
か
ら
分
か
っ
た
２
点
を
中
心

と
し
て
、
関
西
弁
は
広
ま
っ
て
い

る
の
か
を
東
京
と
関
西
の
高
校
生

の
視
点
か
ら
研
究
し
た
。

　

１
つ
目
の
「
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の

影
響
」
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
関

西
弁
の
歌
詞
の
楽
曲
と
関
西
弁
を

話
す
芸
能
人
に
絞
っ
て
調
査
し
、

実
際
に
関
西
弁
の
広
が
り
方
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
東
京
と
近
畿

地
方
に
住
む
高
校
生
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　

２
つ
目
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
道
具
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
」
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
１
つ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
と

考
え
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
言
葉

が
使
わ
れ
て
い
る
か
調
べ
た
結
果

を
も
と
に
東
京
と
近
畿
地
方
に
住

む
高
校
生
を
対
象
に
ク
イ
ズ
形
式

で
関
西
弁
へ
の
理
解
度
を
調
査
。

以
上
の
２
つ
の
視
点
か
ら
得
ら
れ

た
情
報
の
関
連
性
を
も
と
に
し

て
、
関
西
弁
の
広
が
り
、
人
気
に

つ
い
て
考
察
し
た
。

　

こ
の
研
究
を
通
し
て
、
多
く
の

東
京
の
高
校
生
が
関
西
弁
を
知
っ

て
い
て
興
味
を
持
つ
こ
と
が
分
か

っ
た
た
め
、
東
京
に
関
西
弁
が
広

ま
っ
て
き
て
い
る
と
結
論
付
け

た
。
方
言
は
標
準
語
を
話
す
人
に

と
っ
て
憧
れ
が
あ
り
、
使
え
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
う
人
が
い

た
。
ま
た
、
近
畿
地
方
の
高
校
生

は
東
京
の
人
と
関
わ
り
が
あ
り
、

関
西
弁
に
触
れ
る
機
会
を
多
く
持

っ
て
い
た
。
さ
ら
に
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
を
通
し
て
関
西
弁
の
歌
詞
や
芸

能
人
の
影
響
を
受
け
て
関
西
弁
の

知
名
度
が
上
が
っ
て
い
た
。
特
に

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
や
お
笑
い
の

ネ
タ
に
よ
っ
て
関
西
弁
の
使
い
方

を
知
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
で
利
用
さ
れ
て
い
た
。
文
献

調
査
か
ら
は
、「
方
言
コ
ス
プ
レ
」

や「
ネ
オ
関
西
弁
」な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
、
標
準
語
と
関
西
弁

の
つ
な
が
り
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
、
関
西
弁
が
若
者
に
注
目
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

　

ま
た
、
関
西
弁
は
若
者
を
中
心

に
ま
す
ま
す
東
京
に
浸
透
す
る
と

も
結
論
付
け
た
。
だ
が
、
関
西
弁

が
標
準
語
に
近
づ
い
て
魅
力
が
薄

れ
て
い
く
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
よ
り
な
じ
み
や
す

い
形
に
変
わ
り
東
京
に
広
が
り
や

す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

れ
で
「
関
西
弁
は
広
ま
っ
て
い

る
」
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
よ

く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

第
17
回「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」コ
ン
テ
ス
ト

折
口
信
夫
賞・地
域
文
化
研
究
部
門（
個
人
）最
優
秀
賞

関
西
弁
は
広
ま
っ
て
い
る
の
か

〜
東
京
と
関
西
の
高
校
生
か
ら
考
え
る
〜

湯
浅
綾
さ
ん（
東
京・東
京
大
学
教
育
学
部
附
属
中
等
教
育
学
校
３
年
）

馬
守
通
光
が
病
平
癒
の
た
め
に
祈

願
し
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
小
野

小
町
の
病
平
癒
に
つ
い
て
の
記
事

で
は
な
い
た
め
、
嘉
吉
３
年
以
降

に
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
。
ま

た
、
小
野
谷
梅
元
寺
は
天
和
元

（
１
６
８
１
）
年
に
現
在
の
永
尾

山
正
観
寺
に
移
さ
れ
た
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
室
町
時
代
中
期
の
嘉
吉

年
間
以
降
、
江
戸
時
代
前
期
の
天

寺
法
輪
院
縁
起
』
の
記
事
を
比
べ

る
と
、
小
野
小
町
が
小
野
谷
の
出

自
で
あ
る
と
い
う
単
純
な
も
の
が

発
端
だ
っ
た
が
、
時
が
経
つ
に
つ

れ
、
住
吉
大
社
へ
の
祈
願
、
和
歌

の
交
換
、
温
泉
で
の
治
療
な
ど
の

諸
要
素
が
付
け
加
え
ら
れ
、
現
在

に
残
る
小
野
小
町
伝
承
の
形
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
小
野
谷
に
小
町
伝
承
が

残
る
こ
と
は
地
元
の
人
々
の
間
で

も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ

の
伝
承
を
記
録
に
残
し
、
地
域
に

広
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

た
。
松
山
北
高
で
は
地
域
活
性
化

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
活
動

と
小
町
伝
承
を
結
び
つ
け
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
小
町
伝

承
を
松
山
の
市
民
に
広
め
て
い
き

た
い
と
思
う
。

◆ 

応
募
の
動
機

　

昨
年
度
の
「
地
域
の
伝
承
文
化

に
学
ぶ
」
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞

と
い
う
評
価
を
頂
い
た
。
そ
こ

で
、
今
年
度
も
地
域
の
伝
承
の
謎

を
解
く
こ
と
に
挑
戦
し
、
昨
年
度

の
作
品
を
超
え
る
研
究
が
し
た
い

と
、
小
野
谷
に
残
る
小
野
小
町
伝

承
を
テ
ー
マ
に
コ
ン
テ
ス
ト
に
応

募
し
た
。

◆ 

内
容
紹
介
・
今
後
の
課
題

　

松
山
市
小
野
谷
地
区
に
廃
寺
と

し
て
残
る
梅
元
寺
（
正
観
寺
）
に

は
、「
病
を
患
っ
た
小
野
小
町
が

病
平
癒
の
た
め
に
こ
の
寺
を
訪

れ
、
本
尊
で
あ
る
薬
師
如
来
に
病

を
治
し
て
も
ら
っ
た
」
と
い
う
伝

承
が
残
る
。

　

柳
田
国
男
氏
は
、
全
国
を
流
浪

し
た
宗
教
者
の
「
熊
野
比
丘
尼
」

や
盲
目
の
旅
芸
人
で
あ
る
「
ご

ぜ
」
が
各
地
に
小
町
伝
承
を
伝
え

た
と
し
て
い
る
が
、
私
達
は
天
台

山
門
系
の
聖
が
伝
え
た
と
考
え

る
。
開
基
以
来
、
梅
元
寺
は
天
台

宗
寺
院
で
あ
る
う
え
、
熊
野
比
丘

尼
が
流
布
し
た
熊
野
信
仰
の
本
地

は
阿
弥
陀
仏
で
、
小
町
伝
承
に
お

け
る
薬
師
信
仰
と
は
相
い
れ
な
い

た
め
だ
。

　

い
つ
小
町
伝
承
が
伝
え
ら
れ
た

の
か
に
つ
い
て
は
、『
愛
媛
県
温

泉
郡
小
野
村
史　

全
』
の
「
正
観

寺
」
の
寺
伝
に
お
い
て
、
嘉
吉
３

（
１
４
４
３
）
年
時
点
の
記
事
と

し
て
、
浮
穴
館
で
あ
っ
た
得
能
佐

地
域
民
話
研
究
部
門
（
団
体
）
最
優
秀
賞

伊
予
の
国
小
野
谷
に
残
る

小
野
小
町
伝
承
の
謎
を
解
く

愛
媛
・松
山
北
高
郷
土
研
究
部

和
元
年
ま
で
に
小
野
小
町
伝
承
が

伝
え
ら
れ
た
と
考
察
で
き
る
。

　

さ
ら
に
小
町
伝
承
は
、
平
安
時

代
末
期
に
阿
弥
陀
信
仰
に
押
さ
れ

て
い
た
薬
師
信
仰
を
除
病
延
命
の

仏
と
し
て
再
び
も
り
立
て
て
い
く

た
め
、
ま
た
、
室
町
時
代
に
爆
発

的
に
勢
力
を
伸
ば
し
た
地
蔵
信
仰

に
対
抗
す
る
た
め
、
天
台
宗
山
門

系
の
聖
た
ち
に
よ
っ
て
作
ら
れ
各

地
に
広
め
ら
れ
て
い
っ
た
薬
師
如

来
の
霊
験
伝
承
で
あ
る
と
結
論
づ

け
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
調
査
す
る
過

程
で
、
宝
暦
12
（
１
７
６
５
）
年

編
纂
の
『
予
陽
郡
郷
俚
諺
集
』
の

記
事
と
、
文
化
２
（
１
８
０
５
）

年
に
正
観
寺
の
本
山
で
あ
っ
た
松

山
祝
谷
常
信
寺
の
僧
、
普
潭
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
小
野
山
正
観
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国
学
院
大
学
と
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
高
校
生
新
聞
社
）
に
よ
る
第
25
回
全
国
高
校

生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
（
協
賛
：
国
学
院
大
学
若

木
育
成
会
・
国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院
大

学
北
海
道
短
期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科
学
省

・
全
国
高
等
学
校
長
協
会
・
全
国
高
等
学
校
国

語
教
育
研
究
連
合
会
・
日
本
進
路
指
導
協
会
）

と
第
17
回
「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ
ン

テ
ス
ト
（
協
賛
：
国
学
院
大
学
若
木
育
成
会
・

国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院
大
学
北
海
道
短

期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科
学
省
・
農
林
水
産

省
・
全
国
高
等
学
校
長
協
会
・
日
本
進
路
指
導

協
会
）
に
は
、
両
コ
ン
テ
ス
ト
合
わ
せ
て
１
万

８
５
５
３
点
（
創
作
１
万
８
２
７
７
点
、
伝
承

文
化
２
７
６
点
）
の
応
募
が
あ
り
、
昨
年
末
に

部
門
ご
と
の
入
賞
作
品
が
決
ま
っ
た
（
本
紙
令

和
３
年
12
月
号
で
既
報
）。
今
号
で
は
両
コ
ン

テ
ス
ト
で
栄
冠
を
射
止
め
た
各
部
門
の
最
優
秀

賞
作
品
６
点
を
紹
介
す
る
。

珠
玉
の
６
作
品
を
紹
介

　
 

 

高
校
生
向
け
２
コ
ン
テ
ス
ト

ぽ
つ
と
街
灯
が
灯
り
始
め
た
。

「
早
く
帰
ろ
っ
か
。」

　

足
を
早
め
た
弟
の
荷
物
が
ガ
タ

リ
と
音
を
立
て
る
。
そ
う
い
え
ば

随
分
と
重
そ
う
だ
。

「
持
と
う
か
？
」

「
い
い
、
い
つ
も
自
分
で
持
っ
て

る
。」

　

手
を
引
っ
込
め
る
と
弟
は
可
笑

し
そ
う
に
言
っ
た
。

「
も
う
子
供
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か

ら
。」

「
そ
う
だ
ね
。」

　

向
け
ら
れ
た
私
の
微
笑
み
を
見

て
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、
弟

は
不
満
気
に
顔
を
顰
め
た
。

　

車
が
一
台
も
通
ら
な
い
道
に
２

人
分
の
足
音
が
響
く
。
そ
う
い
え

ば
虫
の
鳴
き
声
も
す
っ
か
り
聞
こ

え
な
く
な
っ
た
。
今
は
た
だ
乾
い

た
風
が
時
折
服
の
裾
を
揺
ら
し
て

い
く
だ
け
だ
。
チ
カ
チ
カ
と
信
号

が
点
滅
し
て
、
目
の
前
で
赤
に
変

わ
っ
た
。

「
そ
う
い
え
ば
さ
、
な
ん
で
こ
こ

の
信
号
、
新
式
に
な
っ
た
ん
だ
ろ

う
ね
。」

　

時
間
の
流
れ
に
取
り
残
さ
れ
た

よ
う
な
交
差
点
の
中
で
、
新
し
く

な
っ
た
信
号
機
だ
け
が
違
和
感
を

放
っ
て
い
た
。

「
バ
ツ
が
見
え
る
ん
だ
。」

　

弟
は
赤
い
ラ
ン
プ
を
指
差
し
て

か
も
っ
て
。
で
も
、
そ
の
ま
ま
友

達
に
言
っ
た
ら
よ
く
わ
か
ん
な
い

っ
て
言
わ
れ
た
。
普
通
で
し
ょ
っ

て
。」

　

弟
は
咀
嚼
す
る
よ
う
に
ゆ
っ
く

り
と
言
葉
を
紡
ぐ
。
そ
う
い
え
ば

以
前
、
話
に
脈
絡
が
な
い
と
私
は

彼
を
咎
め
た
こ
と
が
あ
る
。
自
分

は
話
し
た
い
こ
と
の
背
景
を
知
っ

て
い
て
も
、
相
手
は
知
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
あ
る
の
だ
と
。
だ
か

ら
な
の
か
、
彼
は
内
に
あ
る
言
葉

未
満
の
思
い
を
ゆ
っ
く
り
と
言
葉

に
昇
華
し
て
い
く
。

「
い
わ
ゆ
る
普
通
の
人
は
さ
、
今

自
分
が
見
え
て
る
世
界
は
も
し
か

し
た
ら
本
当
の
世
界
の
色
じ
ゃ
な

い
か
も
し
れ
な
い
な
ん
て
考
え
た

事
な
い
人
も
た
ぶ
ん
結
構
居
て

さ
。
で
も
、
ゴ
ッ
ホ
が
描
い
た
の

は
多
分
、
ゴ
ッ
ホ
が
見
え
て
た
も

の
な
ん
だ
ろ
う
な
っ
て
。
そ
う
考

え
る
と
世
の
中
の
大
多
数
の
人
は

本
物
の
ゴ
ッ
ホ
の
絵
を
見
た
こ
と

が
な
い
ん
だ
。
青
信
号
が
緑
に
見

え
る
人
も
い
る
一
方
で
、
そ
も
そ

も
色
の
違
い
が
よ
く
わ
か
ん
な
い

人
間
も
い
る
。
で
さ
、
赤
信
号
が

赤
信
号
に
見
え
な
い
人
も
い
れ

ば
、
見
え
て
る
の
に
見
え
て
な
い

人
も
い
る
ん
だ
よ
。」

　

な
ん
か
何
が
言
い
た
い
の
か
よ

く
わ
か
ん
な
く
な
っ
て
き
た
と
、

弟
は
何
故
か
泣
き
そ
う
に
笑
っ

た
。

「
色
々
と
考
え
て
た
ん
だ
ね
。」

　

弟
は
小
さ
く
息
を
つ
い
て
独
り

言
の
よ
う
に
呟
い
た
。

「
姉
ち
ゃ
ん
が
信
号
無
視
の
車
に

な
ん
で
も
な
い
か
の
よ
う
に
言
っ

た
。

「
真
ん
中
に
バ
ツ
印
が
あ
っ
て
、

赤
信
号
だ
っ
て
わ
か
り
や
す
く
な

っ
て
る
ん
だ
よ
。」

　

そ
う
言
う
弟
の
顔
は
信
号
が
落

と
す
赤
い
光
で
照
ら
さ
れ
て
い

た
。

　

先
天
的
に
弟
は
赤
色
と
緑
色
を

見
分
け
る
の
を
苦
手
と
し
て
い

た
。
夕
焼
け
も
、
紅
葉
も
、
美
し

さ
が
良
く
わ
か
ら
な
い
と
、
以
前

弟
は
言
っ
た
。
そ
う
な
の
か
と
思

っ
て
そ
の
時
は
そ
れ
で
終
わ
っ
た

の
だ
。
赤
と
緑
が
苦
手
。
そ
う

か
、
ち
ょ
っ
と
考
え
れ
ば
信
号
も

当
て
は
ま
る
と
わ
か
っ
た
は
ず
な

の
に
。

「
そ
っ
か
。
知
ら
な
か
っ
た
。」

　

正
確
に
言
え
ば
考
え
た
こ
と
も

な
か
っ
た
。
赤
信
号
が
わ
か
り
に

く
か
っ
た
人
が
い
た
の
だ
。
し
か

も
こ
ん
な
に
も
身
近
に
。
赤
信
号

は
赤
信
号
。
わ
か
り
や
す
く
て
然

る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
た
の
は
た

だ
の
先
入
観
だ
っ
た
。

「
僕
は
全
く
見
え
な
い
わ
け
じ
ゃ

な
い
か
ら
、
よ
く
見
れ
ば
ち
ゃ
ん

と
わ
か
る
ん
だ
け
ど
ね
。
ぱ
っ
と

見
わ
か
り
に
く
い
か
ら
。」

「
今
ま
で
は
ど
う
し
て
た
の
。」

「
周
り
に
人
が
い
れ
ば
そ
の
人
に

合
わ
せ
る
。
誰
も
い
な
い
時
は
よ

く
見
て
、
そ
れ
で
も
も
し
わ
か
ん

な
か
っ
た
ら
勘
、
か
な
。」

　

弟
は
私
を
見
上
げ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
姉
ち
ゃ
ん
に
は
見
え

な
い
ん
だ
？
」

　

目
を
凝
ら
し
た
が
や
っ
ぱ
り
私

に
は
赤
い
光
し
か
見
え
な
か
っ

た
。

「
う
ん
。
見
え
な
い
。」

　

も
う
一
度
視
線
を
戻
す
と
、
信

号
は
青
に
切
り
替
わ
っ
た
。

「
あ
っ
、
青
に
な
っ
た
よ
。」

「
知
っ
て
る
。」

　

荷
物
を
担
ぎ
直
し
て
弟
は
ゆ
っ

く
り
歩
き
始
め
た
。

「
信
号
っ
て
青
色
っ
て
言
う
じ
ゃ

ん
。
あ
れ
っ
て
僕
以
外
は
マ
ジ
で

青
に
見
え
る
も
ん
な
の
？
」

「
緑
…
緑
だ
と
思
う
。
あ
れ
は
。」

「
で
も
青
信
号
だ
よ
ね
。」

「
確
か
に
。
隣
の
芝
は
青
い
っ
て

言
う
け
ど
や
っ
ぱ
り
芝
は
緑
だ

し
。
文
化
的
な
問
題
か
な
。」

「
や
っ
ぱ
り
そ
う
な
の
か
。
ま
あ

青
々
と
し
た
新
緑
と
か
っ
て
言
う

し
ね
。
一
文
で
矛
盾
が
起
き
て
る

よ
う
な
気
も
す
る
け
ど
。」

　

靴
音
が
暗
い
道
に
響
く
。
ど
こ

か
遠
く
を
見
つ
め
て
い
た
弟
は
唐

突
に
口
を
開
い
た
。

「
ゴ
ッ
ホ
の
絵
、
見
た
こ
と
あ
る

？
」

　

急
に
話
が
飛
躍
し
が
ち
な
の
は

弟
の
癖
だ
。
急
に
突
拍
子
も
な
い

こ
と
を
話
し
始
め
る
弟
に
、
小
さ

い
頃
は
困
惑
し
て
い
た
け
れ
ど
、

そ
れ
も
随
分
慣
れ
た
。

「
糸
杉
…
と
か
な
ら
。」

「
ど
う
、
思
っ
た
？
」

「
ど
う
…
っ
て
。
上
手
だ
な
ぁ
と

か
？
」

　

何
か
を
考
え
る
よ
う
に
弟
は
真

っ
直
ぐ
前
を
見
て
い
た
。

「
ゴ
ッ
ホ
が
ど
う
か
し
た
の
？
」

「
ゴ
ッ
ホ
の
絵
っ
て
さ
、
教
科
書

に
載
っ
て
る
で
し
ょ
。」

「
う
ん
。」

「
初
め
て
見
た
時
ビ
ッ
ク
リ
し
た

ん
だ
。」

　

光
っ
て
見
え
る
ん
だ
、
と
弟
は

何
か
す
ご
い
秘
密
を
打
ち
明
け
る

よ
う
に
私
に
囁
く
。

「
そ
れ
か
ら
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
ら

や
っ
ぱ
り
ゴ
ッ
ホ
は
色
弱
だ
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
言
わ
れ
て

た
。
ど
う
や
ら
ゴ
ッ
ホ
や
僕
と
、

姉
ち
ゃ
ん
と
は
見
え
方
が
違
っ
て

る
み
た
い
。」

　
　
　

青
と
黄
色
が
ね
、
目
に
飛

び
込
ん
で
き
て
、
パ
ッ
と
そ
こ
だ

け
光
っ
て
見
え
る
ん
だ
よ
。
星
だ

と
か
店
先
か
ら
漏
れ
る
光
と
か
、

本
当
に
光
っ
て
る
み
た
い
に
見
え

る
ん
だ
。
そ
れ
で
ね
…
…

「
絵
と
か
あ
ん
ま
り
詳
し
く
な
い

か
ら
わ
か
ん
な
い
け
ど
さ
、
初
め

て
絵
を
見
て
感
動
し
た
ん
だ
。
こ

れ
が
も
し
か
し
て
お
姉
ち
ゃ
ん
た

ち
が
み
え
て
る
世
界
と
同
じ
な
の

　

街
路
樹
は
す
っ
か
り
秋
色
に
染

ま
っ
て
、
吹
き
付
け
る
風
も
随
分

と
強
く
な
っ
て
き
た
。
風
が
木
の

葉
を
さ
わ
さ
わ
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る

の
が
耳
に
ひ
や
り
と
聞
こ
え
る
。

濃
厚
な
秋
の
気
配
の
裏
に
は
少
し

だ
け
冬
が
覗
い
て
い
た
。

　

こ
う
し
て
一
緒
に
歩
く
の
も
久

し
ぶ
り
な
気
が
す
る
、
な
ん
て
考

え
な
が
ら
私
は
弟
の
横
顔
を
盗
み

見
る
。

「
な
に
？
」

　

私
を
見
上
げ
た
弟
は
怪
訝
そ
う

な
顔
で
瞬
き
を
し
た
。
本
当
に
同

じ
親
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
と
疑
問

に
思
う
ほ
ど
に
大
き
な
二
重
の

目
。
昔
は
よ
く
こ
の
目
を
妬
ま
し

く
思
っ
た
も
の
だ
。

「
う
う
ん
。」

　

誤
魔
化
す
よ
う
に
言
っ
て
か

ら
、
わ
ざ
と
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
と
頭

を
撫
で
る
。

「
大
き
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
な
ぁ
、

っ
て
。」

　

戯
れ
合
う
よ
う
に
手
を
伸
ば
し

あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
弟
は
初
め
て

頬
を
緩
め
た
。
笑
う
と
糸
の
よ
う

に
細
く
な
る
目
は
ど
う
や
ら
私
と

そ
っ
く
り
な
の
だ
そ
う
だ
。
少
し

だ
け
年
齢
よ
り
幼
く
見
え
る
笑
顔

が
、
何
故
か
不
意
に
小
さ
い
頃
の

弟
顔
に
被
っ
た
。

「
今
、
身
長
い
く
つ
よ
。」

「
１
５
９
」

　

得
意
げ
に
い
っ
た
弟
は
に
や
り

と
笑
う
。

「
姉
ち
ゃ
ん
は
？
」

「
１
６
２
」

「
も
う
あ
と
３
セ
ン
チ
だ
ね
。」

「
ま
だ
あ
と
３
セ
ン
チ
だ
か
ら
。」

　

ザ
っ
と
風
が
強
く
吹
い
て
、
前

髪
が
乱
れ
る
。
空
は
も
う
暗
く
な

り
始
め
て
い
た
。
あ
た
り
が
少
し

ず
つ
暗
く
な
る
に
つ
れ
て
、
ぽ
つ

第
25
回
全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト

短
篇
小
説
の
部　
最
優
秀
賞

ゴ
ッ
ホ
の
書
い
た
世
界
と

見
え
な
い
赤
信
号

鈴
木
陽
菜
さ
ん
（
兵
庫
・賢
明
女
子
学
院
高
３
年
）

雨
風
に
負
け
ぬ
者
に
は
な
れ
ず
と
も
傘
差
し
出
せ
る
者
で
あ
り
た
い

短
歌
の
部　
最
優
秀
賞

小
沢
真
奈
さ
ん
（
東
京
・東
京
純
心
女
子
高
２
年
）

栗
を
む
く
母
な
き
秋
が
ま
た
巡
る

俳
句
の
部　
最
優
秀
賞

植
松
幹
太
さ
ん
（
福
岡
・西
日
本
短
期
大
学
附
属
高
２
年
）

高校生向けコンテスト
「入賞作品集」を制作

　今回のコンテスト入賞作品を掲載した「全国高校生創作
コンテスト入賞作品集」を制作、２月下旬に刊行します。短
篇小説は佳作までの作品、現代詩・短歌・俳句の３部門は入
選までの全作品を収録。同作品集は、国学院大学広報課の窓
口で先着順に無料配布いたします。発送をご希望の方も受
け付けますので、希望部数と送付先をご連絡ください。
　「『地域の伝承文化に学ぶ』コンテスト入賞作品集」も２月
下旬に刊行を予定しています。同作品集もまた、当課で無料
配布いたします。なお、今号掲載の『地域の伝承文化に学ぶ』
コンテストのリポートは、作品集に掲載する文章を再編集
したものです。詳しくは作品集をご覧ください。
問総合企画部広報課（☎03・5466・0130）

撥
ね
ら
れ
て
か
ら
だ
よ
。
そ
こ
か

ら
ず
っ
と
こ
ん
な
こ
と
考
え
て

た
。
で
も
や
っ
ぱ
り
わ
か
ん
な
か

っ
た
。」

　

姉
ち
ゃ
ん
は
さ
ー
な
ん
で
死
ん

じ
ゃ
っ
た
の
。

　

弟
の
口
ぶ
り
は
別
に
何
か
を
責

め
る
よ
う
な
色
は
な
く
、
た
だ
何

か
を
悔
や
む
よ
う
に
そ
の
大
き
な

目
が
揺
れ
た
。

「
大
き
く
、
な
っ
た
ん
だ
ね
。」

「
も
う
あ
と
３
セ
ン
チ
だ
か
ら
。」

「
ま
だ
あ
と
３
セ
ン
チ
だ
ね
。」

　

こ
く
り
と
頷
い
た
弟
は
迷
子
に

な
っ
た
小
さ
な
子
供
み
た
い
で
、

思
わ
ず
抱
き
し
め
た
い
衝
動
に
駆

ら
れ
る
。

「
帰
ら
な
き
ゃ
。
母
さ
ん
が
心
配

す
る
。」

「
そ
う
だ
ね
。」

　

数
歩
先
を
行
く
弟
の
背
中
は
確

実
に
大
人
の
体
格
に
近
づ
い
て
い

た
。
記
憶
の
小
さ
な
弟
は
、
い
つ

の
間
に
か
一
人
で
歩
き
始
め
て
い

た
。
そ
れ
が
無
性
に
誇
ら
し
く

て
、
愛
お
し
く
て
、
少
し
だ
け
寂

し
か
っ
た
。

　

遠
ざ
か
っ
て
い
く
弟
を
見
送

る
。
も
う
感
じ
な
い
は
ず
の
胸

の
痛
み
に
気
づ
か
な
い
フ
リ
を

し
て
、
私
は
笑
顔
を
浮
か
べ
続
け

た
。
弟
は
一
度
も
振
り
返
ら
ず
に

真
っ
直
ぐ
に
歩
い
て
行
っ
た
。

　

そ
っ
か
。
大
き
く
な
っ
た
ん
だ

よ
ね
。

　

多
分
だ
け
ど
今
、
私
は
泣
い
て

い
る
ん
だ
ろ
う
と
、
訳
も
な
く
そ

ん
な
気
が
し
た
。
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渋谷区コミュニティＦＭ「渋谷のラジオ」

本学学生が番組パーソナリティーに
　渋谷区のコミュニティＦＭ「渋谷のラジオ」で
国学院大学の学生が番組パーソナリティー（司会
進行）を務めている。担当するのは岩崎航大さん
（法４＝写真左）と関一真さん（法４＝同右）
で、番組名は「渋谷で『大人』になるラジオ」。
渋谷で学ぶ大学生や働く大人たちをゲストに迎
え、渋谷という街で学び大人になることの意味や
夢を語り合い、番組を通じて渋谷の人々を応援し
ようというもの。
　１月27日には初回の放送が行われ、「渋谷で
『学び』に出会い、大人になる」がテーマ。ゲス
トには、渋谷区でフィールドワークを行い、地域

連携に取り組む本学経済学部・田原裕子教授のゼ
ミに所属する千葉彩美さん（経ネ４）、箕輪梨乃
さん（経ネ４）、亀山碧人さん（経ネ３）が登場
した。
　学生たちは渋谷について、「騒々しさだけでな
く、静かな一面もある」（亀山）、「都会だが神南
など自然を感じるエリアも」（箕輪）、「大人の
街、最先端の街など多様なイメージが融合する
街」（関）と実体験を交えトークに花を咲かせた。
　千葉さんは「（ゼミ活動で渋谷が）『遊ぶ街』か
ら『学ぶ街』に変わった。活動を通じて出会っ
た地域や社会人の方などが頑張る大人の姿を見

て、将来を考え始めた」、岩崎さんは「渋谷で過
ごし、学びが広がった。将来を考えるきっかけと
して渋谷という街と大学は必要な存在だった」と
４年間を過ごした街での成長を振り返った。
　３月24日には最終回「渋谷で『夢』見て、大
人になる」を放送予定（18時～）。
「渋谷のラジオ」公式サイトからイ
ンターネットを通じ全国で聴くこと
ができる＝ＱＲコード。

コロナ禍の影響 在学生にアンケート実施

課外活動、アルバイトへの影響鮮明に
　国学院大学では、学部学生9670人、大学院生
241人を対象とした「新型コロナウイルス感染
症の影響に関するアンケート（全34問）」を昨
年12月24日から１月17日にかけて実施し、学生
1279人、大学院生36人から回答があった（回答
率は学部13.2％、大学院14.9％）。
　アンケート結果からは、アルバイト機会の減
少・喪失による収入減や部会・サークル加入者
の大幅減による課外活動の停滞など、コロナ禍

が学生生活に及ぼした負の影響が改めて明らかに
なった。一方で、本学学生であることの満足度は
84.9%が「とても満足」「まあ満足」と回答、授
業の満足度も全体の74.7%が「大変満足」「おお
むね満足」と回答した。
　また、大学への登校日数が多い学生や部会・サ
ークルへ積極的に参加している学生、本学内の友
人が多い学生ほど大学生活の充実度や本学の学生
であることの満足度が高くなる傾向が顕著とな

り、学生がキャンパスに集い学修や課外活動など
で交流することの大切さを示す結果となった。
　本学では、令和４年度は対面授業を原則とする
方針を決定しており（２面に関連記事）、感染防
止策を講じつつ学生の登校機会を増やし、コロナ
禍以前のように友人や教職員との交流、課外活動
への参加などを通じて学生生活を充実できるよう
にしていく。

１つに加入
38.7％

コロナ禍の
影響に関わらず
未加入
27.9％

コロナ禍の
影響に関わらず
未加入
27.9％

２つ以上に加入
9.9％

コロナ禍で加入の
機会がなく、未加入

23.5％

コロナ禍で加入の
機会がなく、未加入

23.5％

［ 学内の部会・サークル等への加
入状況］
　「部会・サークルに加入してい
る」と回答した学生は全体で48.6
％となり、学年間で大きな差はな
かった。一方で「コロナ禍で機会
がなく未加入」と回答した学生は、
全体では23.5％であったが、感染
拡大後に入学した１年生が29.8
％、２年生が35.8％と回答した。
３年生の13.5％、４年生の7.0％
と比較し高い比率となり、コロナ
禍の影響が大きい結果となった。

影響は
なかった
53.7％

収入が減った
（アルバイトの時間、
機会が減った等）
40.8％

収入が増えた
5.5％ ［ コロナ禍による経済

的影響］
　回答者のうち40.8
％の学生が「収入が減
った」と回答した。特
に感染拡大前に入学
した３年生では56.1
％、４年生では51.7
％となり、上級生ほど
コロナ禍の影響が大き
いことが明らかになっ
た。

遠隔授業が
多い
33.5％ちょうど良い

47.5％

対面授業が
多い
19.0％

［対面授業の比率］
　全体で33.5％の学生が「遠隔授業が多
い」と回答し、「対面授業が多い」の19％
を上回った。学年別では、「遠隔授業が多
い」と回答する割合は３、４年生で約４
割、１、２年生では約３割となった。

［ 本学学生であることの満足度］
　全体で84.9％の学生が「とても満足」
「まあ満足」と回答した。コロナ禍で授業
や課外活動など学生生活に影響を受けなが
らも、本学学生であることの満足度は高い
結果となった。

とても満足
29.9％

まあ満足
55.0％

あまり満足
していない
10.6％

あまり満足
していない
10.6％

不満足である
2.9％

無回答 1.7％

おおむね満足
65.8％

あまり満足
していない
19.9％

まったく
満足していない
5.4％

大変満足
8.9％

［授業全体の満足度］
　全体で74.7％の学生が「大変満足」「お
おむね満足」と回答した一方、２年生で
は、「大変満足」「おおむね満足」と回答し
た学生は65.7％と他の学年よりも低い結
果となった。

主
な
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
結
果
（
学
部
生
）




